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　更にトリアージ、資機材設営他、諸活動を展開す
る上で手（指先）が低温により悴んだ状態では、活
動全般に影響を及ぼし脱着に時間を要しないミトン
型防寒手袋が効果的と考える。また、体温保持を意
識するあまり懐炉を使用したが、部分的保温効果は
あるものの全身を保温するまでには至らず、着用し
たままでは熱傷等の影響も考えられる。
　寒冷地帯での救護活動では、いかなる個人装備で
あっても薄手で保温効果が高いものが効果的である
と考える。
【結語】
　北海道北見市における演習日の最高気温は△6.0
℃、最高気温は△17.6℃、寒暖差は11.6℃であり、
また、首都東京の最高気温との寒暖差は29.2℃であ
った。（図６）
　北海道・東北地方の寒冷地における救護活動では
氷点下といった過酷な活動や避難環境が強いられる
ことを改めて再認識されられたと同時に、我々救護
員の個人装備品についても今一度検証を行う必要が
ある。
　大規模自然災害等の発災は予測が不可能であり、
当院においても日本赤十字社の一員として組織規模
にはとらわれず、関係機関の訓練等を通じ更に検証
を重ね救護体制強化を図る必要がある。
【参考】
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・日本赤十字北海道看護大学 教授 根本昌宏（室温・二酸化
　炭素濃度データ提供）
・日本赤十字社救護班要員マニュアル
（図６）外気温データ
